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地域における認定薬局・健康サポート薬局の現状と展開

並びに地域医薬品提供体制の構築に向けて

令和７年２月28日

公益社団法人 日本薬剤師会

常務理事 長津 雅則

令和６年度かかりつけ薬剤師・薬局推進指導者協議会
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薬剤師は、調剤、医薬品の供給その他薬事
衛生をつかさどることによって、公衆衛生の
向上及び増進に寄与し、もって国民の健康な
生活を確保するものとする。

薬剤師法第一条（薬剤師の任務）
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薬剤師の任務
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薬学教育6年制に関する法律 成立
5月 学校教育法の一部を改正する法律 成立
6月 薬剤師法の一部を改正する法律 成立

4月 薬学教育6年制 の学生が入学

6月 第五次医療法改正（法案成立） ※薬事法改正・薬剤師法改正も
➢ 薬局を医療提供施設に位置づけ（2007（H19）年4月施行）
➢ 医療計画の見直し（医療提供体制における薬局の役割）
➢ 医療安全の確保（薬局・医療機関における医薬品安全管理体制）
➢ 医療機能／薬局機能情報提供制度（住民への情報提供）
➢ 医療従事者の質の向上（薬剤師の再教育等）

2004年（H16）

2006年（H18）

2010年（H22） 3月 「チーム医療の推進について」（チーム医療の推進に関する検討会報告書）
の公表

4月 「医療スタッフの協同・連携によるチーム医療の推進について」（厚生労働
省医政局通知）

⇒臨床実践能力を持つ薬剤師の養成
⇒地域医療に貢献する薬局薬剤師、病棟などでチーム医療に参加する病院薬剤師

1992年（H4） 6月 第二次医療法改正（法案成立）
➢ 薬剤師が医療の担い手として明記

出典：厚生労働省資料

平成の30年間の変化（薬剤師・薬局の位置づけ）
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10月 「患者のための薬局ビジョン」の策定

4月 調剤報酬改定（かかりつけ薬剤師指導料の新設等）

10月 健康サポート薬局の届出開始

2016年（H28）

2018年（H30） 4月 調剤報酬改定（地域支援体制加算の新設等）

⇒かかりつけ薬剤師・薬局の推進、薬局の認定制度に係る規定が新設
⇒地域包括ケアシステムにおいて、医療・介護の一翼を担う役割を期待

2015年（H27） 3月 規制改革会議 公開ディスカッション（医薬分業のあり方）

厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会における制度改正の議論

4月 制度改正に向けた検討開始
12月 「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」がまとまる

2019年（H31） 3月 薬機法等の改正法案を通常国会に提出
（令和元年11月 臨時国会において法案成立、12月 改正法公布）

出典：厚生労働省資料

平成の30年間の変化（最近の医薬分業に関する議論等）
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健康サポート薬局届出数の推移

●健康サポート薬局の届出数
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参考：2024年３月末時点の薬局数 62,828（令和５年度衛生行政報告例）
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認定薬局認定数、健康サポート薬局届出数の推移認定薬局認定数の推移

●地域連携薬局の認定数
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●専門医療機関連携薬局の認定数
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参考：2024年３月末時点の薬局数 62,828（令和５年度衛生行政報告例）
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• 人口構造の変化（不健康寿命の長期化）

• 疾病構造の変化

• 支え手の不足

（財源の不足、医療・介護の担い手の不足）

医療のあり方・提供体制のあり方の変化
「医療機関完結から地域完結」へ

「発症させない、重症化させない」へ

薬剤師にも、薬局（医療提供施設）にも、予防の視点が必須

⚫ 薬物治療だけでなく、発症前（予防・健康の維持増進）からの関わり
⚫ ライフステージを通じた関わり
⚫ 地域の保健・衛生との関わり

背景：社会の変化・医療構造の変化
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誕生から終末期に至る、ライフステージ全てを通じた薬剤師による
健康サポート、服用薬の一元的・継続的・全人的な管理・指導

健康 発症 重症化・要介護

一次予防
二次予防
早期対応

三次予防

内科受診 整形外科受診 眼科受診 訪問診療専門医療
機関受診

服用薬の管理・指導

多疾患罹患

罹患

セルフメディケーション
栄養相談

誤飲防止啓発

ドーピング防止くすり教育

公衆衛生

母子健康手帳

健康維持増進 ・ 予防での関わり

薬物治療・介護での関わり

これからの薬局・薬剤師が果たす役割

（日本薬剤師会政策提言2022より）
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地域・患者への適切な医療提供体制を支える薬局・薬剤師
国民皆保険、地域包括ケアシステムに貢献する薬局・薬剤師の実現

患者・住民が使う医薬品の一元的管理と、受ける薬物治療の観察・管理

調剤薬の提供

OTC薬の供給

医療機関

薬局

薬剤師サービス
の提供

受診

医薬・薬薬協働

評価
＋
分析

相談

医療関係職種

調剤・医薬品使用情報

医薬品・医薬品情報

患者情報の収集・蓄積

過不足ない
医薬品の供給体制

多職種・地域連携

消費者
（患者）

健康不安

処方箋

Access

Solution

Access

医薬分業制度
（地域医薬品提供体制の構築）

将来目指すべき薬剤師・薬局の姿（地域に貢献する薬剤師・薬局のビジョン）

（日本薬剤師会政策提言2022より）
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かかりつけ薬剤師・薬局の基本的機能

① 服薬情報の一元的な把握とそれに
基づく薬学的管理・指導

② 24時間対応、在宅対応

③ かかりつけ医を始めとした
医療機関等との連携強化

健康サポート機能

① 地域における連携体制の構築
② 薬剤師の資質確保
③ 薬局の設備
④ 薬局における表示
⑤ 要指導医薬品等の取扱い
⑥ 開局時間
⑦ 健康相談・健康サポート

○ かかりつけ薬剤師・薬局の基本的な機能を有し、

○ 地域住民による主体的な健康の維持・増進を積極的に支援する薬局

○ 都道府県知事等に届出を行い、薬局機能情報提供制度に基づき公表。

健康サポート薬局

※「積極的な支援」とは

① 医薬品や健康食品等の安全かつ適正な使用に関する助言

② 地域住民の身近な存在として健康の維持・増進に関する相談を幅広く受け付け、適切な専門職種や関係
機関に紹介

③ 率先して地域住民の健康サポートを実施し、地域の薬局への情報発信、取組支援も実施

健康サポート薬局の概要
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➢ 地域医療提供体制における薬剤師サービスの質を担保

➢ 全ての薬局が健康サポート機能を提供する

…薬局の姿を変える＝地域に焦点を当てた機能を具備

➢ 地域包括ケアシステムの想定単位とされる日常生活圏域
（具体的には中学校区）に、少なくとも１～２薬局が存在し
アクセスを確保

…地域住民へ必要なサービスを提供できる体制整備

➢ 地域の医療関連リソースとして機能する

日本薬剤師会の目指す健康サポート薬局
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地域における医薬品提供体制の
強化に向けて
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①患者総合評価型（患者Profile＝患者の生活像活用型）

②全ての処方医・処方を視野に

③薬学的知識を活用し、添付文書、薬物動態や検査値等を分析、評価し薬物治療へ貢献

④知識＋技能型（患者情報と医薬品情報の評価＝患者毎に個別最適化した対応）

⑤処方提案型（患者を個別化し、最適な処方の提案）

⑥その患者の服用するＯＴＣ薬も含めて医薬品全体の把握

⑦患者Profile活用型の処方監査と疑義の解決

これから（第三世代へ向けて）

①薬剤評価中心型

②個々の処方医師（個々の処方箋毎の依存型疑義照会）

③添付文書情報活用中心の疑義照会

④知識中心型（医薬品情報依存型疑義照会）

⑤処方確認中心型

⑥処方箋依存型の処方監査と疑義の解決

これまで（第一、第二世代）

患者毎に個別最適化した薬剤師サービス

「患者さん」から「その患者さん」へ

（日本薬剤師会政策提言2022より）
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地域における医薬品提供体制をめぐる議論
Ｒ６．１０.１６ 第１０回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会 資料２より
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地域における医薬品提供体制をめぐる議論
Ｒ７.１.３１ 第１２回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会 資料２より

地域体制としての医薬品提供体制が必要
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医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等
の一部を改正する法律案

（医薬関係者の責務）

改正案

第一条の五 （略）

２ （略）

３ 薬局開設者は、関係行政機関との連携等により、医療を受ける者に

必要な薬剤及び医薬品の安定的な供給を図るとともに、当該薬局におい
て薬剤師による前項の情報の提供が円滑になされるよう配慮しなければ
ならない。

現行

（医薬関係者の責務）

第一条の五 （略）

２ （略）
３ 薬局開設者は、医療を受ける者に必要な薬剤及び医薬品の安定的な

供給を図るとともに、当該薬局において薬剤師による前項の情報の提供が
円滑になされるよう配慮しなければならない。
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⚫薬剤師会として、地域の医薬品提供体制の現状把握・課題
発掘、対応策の検討・実行を進めていく。

⚫地域に必要な医療体制と連動した医薬品提供体制の強化に
向け、都道府県・地域において、薬剤師会と行政が連携して
体制整備を図っていく必要がある。

⚫将来的には、地域に必要な医薬品提供体制が行政施策や
計画に根拠をもって整備される方向性を目指す。

地域における医薬品提供体制の構築に向けて
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